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特集号論文募集
「超スマート社会実現に向けた

日本政府の第5期科学技術基本計画において、我が国が目指すべき未来社会の姿として、「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル
空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）」、
いわゆるSociety 5.0が掲げられています。現在、さまざまな分野でデータと情報技術を駆使して、効率性、安全性、快適性を飛躍的に
向上させるスマート化に向けた研究開発、実装が進められています。各分野でのスマート化の成果が、分野を越えて融合し超スマート
化した社会が、Society 5.0が目指す社会だと言えるでしょう。

超スマート社会は、一朝一夕に実現するものではなく、さまざまな分野におけるスマート化に向けた技術開発、社会実装に向けた実証
実験の積み重ねによって実現されるものです。それぞれの分野におけるスマート化は、フィジカル空間からのデータ収集、収集された
データの管理、データを用いた分析、分析結果に基づく最適計画の策定、フィジカル空間での計画実行と結果のモニタリングといった
さまざまな技術の組み合わせで実現されます。また、すべての人にとっての安全性、快適性を担保するために、セキュリティ、プライ
バシー保護、アクセシビリティといった配慮も必要となります。また、サステイナブルな社会を実現する観点で、使われる情報技術の
エネルギー効率の考慮も必要です。これらの要素技術を組み合わせてスマート化を実現しようとする過程においては、実践してみないと
分からない有用な知見が多数含まれているはずです。

超スマート社会実現を目指して、交通、農業、医療、教育、通信、製造業、流通業、金融業などさまざま分野において、技術開発、
製品開発、実証実験などの実践を通して得られた有用な知見を含むプラクティス論文の投稿を募集します。さまざまな分野から投稿を
いただき、分野を越えた融合のきっかけになることを期待しております。

論文テーマの例を下記に示しますが、これに限定されるわけではありません。

- 　超スマート社会実現に向けた実証実験プロジェクトから得られた知見
-　超スマート社会実現に向けた製品／サービス開発から得られた知見
-　超スマート社会実現に向けた分野を越えたデータ活用の実証実験から得られた知見

情報技術活用のプラクティス」

https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0302s.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/submit/tdp0302s.html
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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.62 No.7（July 2021）

【一般論文】
■	深層ニューラルネットワークによるクラスと幾何変換の同時分
類確率を利用した分布外検知	　　　　　　　	 岡本弘野	他

■	PBL によるプログラミング入門科目の提案─一般情報教育にお
ける入門カリキュラムの構築─	 内田奈津子	他	

*：推薦論文　Recommended	Paper
†：テクニカルノート　Technical	Note

● 論文誌トランザクション掲載論文リスト
（July 2021）
【論文誌 データベース Vol.14 No.3】
■	移動軌跡の交点を用いた密度クラスタリングアルゴリズム
　		 伊藤光太郎	他
■	Effects	 and	Mitigation	 of	Out-of-Vocabulary	 in	Universal			
Language	Models	 Sangwhan	Moon	他

■	ホテル評価値予測のためのカテゴリ特化型感情極性辞書
　		 柴田諒人	他
■	オンライン活動データストリームのための非線形モデル解析
　		 川畑光希	他

【論文誌 デジタルプラクティス Vol.2 No.3】
■	IoTコンピューティングデバイスを用いた低コストな無線LAN
環境計測システム	 石原知洋	他

■	時系列障害原因分析による推論QoS規則導出手法	 今野　賢	他
■	i コンピテンシディクショナリを用いたソフトウェア開発者の役
割に対するレベル評価の試み	 山田悠斗	他

■	放送視聴データの積極的な活用に向けたデータ取得・管理シス
テムの開発と評価	 山村千草	他

■	LoRaを用いた介護施設送迎バス位置管理システムの開発と実証
　		 鈴木一哉	他
■	異文化交流教育に向けたプラットフォームの提供と実践事例
　		 飯尾　淳	他

◎ IPSJ カレンダー◎

学会イベントの最新情報を下記URL でご案内しています．新型コロナウイルス感染症拡大を受け，開催方法の変更，開催中止な
どの可能性がありますので，最新情報をご確認いただきますようお願いいたします．
 

　https://www.ipsj.or.jp/calendar.html

第 83 回全国大会 大会優秀賞・大会奨励賞の表彰

　去る 2021 年 3 月 18 日～ 20 日にオンラインにて開催いたしまし
た第 83 回全国大会の大会優秀賞・大会奨励賞は「大会優秀賞・大
会奨励賞候補者選定手続き」規程に基づき，下記の通り受賞者を
決定しました．

【大会優秀賞】
○ 「触覚フィードバックを伴う 4 次元空間可視化システム」
　	五十嵐治雄	君
○ 「重度重複障害児を対象とした視線入力による療育支援ゲーム

の開発」
　	岩崎　允宣	君
○ 「シズルワードを用いたお土産のおいしさ連想支援システムの

提案」
　	宇衛穂乃実	君
○ 「量子アニーリングマシンにおける組み合わせ最適化問題の適

用可能性の調査」
	 大山　基樹	君
○ 「確率分布ベクトル解析」
	 小池　　伸	君
○ 「計数セマフォを含むプログラムから論理制約付き項書換え系

への変換」
	 小嶋　美咲	君
○ 「オンライン IoT プロトタイプ製作実験における回路画像の共

有システム」
	 関口　知生	君
○ 「鶏の快適性向上に向けた動物行動学的分析を支援するための

装着型センサによる行動推定」
	 宅野　　亮	君

○ 「fogcached-ros：ハイブリッドメインメモリ KVS サーバミド
ルウエアの提案」

	 東　　晃希	君
○ 「階層的クラスタリングを用いたドライバの運転特性抽出」
	 横山　達也	君

【大会奨励賞】
○ 「ドメイン適応を用いた動作認識のための合成動画像の活用の

検討」
	 礒井　葉那	君
○ 「アンビエントディスプレイの長期利用における行動改善効果

維持のための情報提示手法」
	 国方　詩織	君
○ 「複数の類似度を考慮した木構造データに対する類似部分木検索」
	 小久保柚真	君
○ 「レシピサイトのユーザコメントデータを対象としたレシピに

おける代替食材抽出方式」
	 瀧　日悠雅	君
○ 「運転同乗者の心拍数変化を用いた客観的評価による運転分析

手法の提案」
	 西澤　健将	君
○ 「矯正歯科治療における所見文書からの自動診断に向けて」
	 西原　大貴	君
○ 「Python インタプリタへのマークスイープ型ガベージコレクタ

による参照カウントの除去」
	 付　　高和	君
○ 「エッジ AI におけるマルチ AI アクセラレータを用いた推論エ

ンジンの並列化による性能向上」
	 藤江　涼太	君
○ 「センサデータ活用のための IoT デバイスにおける準同型暗号

を用いた暗号化の高速化」
	 松本　茉倫	君

https://www.ipsj.or.jp/calendar.html
https://www.ipsj.or.jp/calendar.html
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10440&count=20&order=7&pn=1
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10606
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10605


今月の会員の広場では，5 月号へのご意見・ご感想を紹介いたします．
まず，巻頭コラム「かつてなく楽しくプログラミング言語が開発できる
時代に」については，以下のようなご意見・ご感想をいただきました．

■プログラミング言語の開発に楽しさと夢を持たせてくれた．（高木　淳）

■プログラミング言語開発が身近なものに感じられました．（匿名希

望／ジュニア会員）

■記事の方向性とは違う内容にはなりますが，日本語プログラミン

グ言語の次世代版がどうあるとよいのか，記事を読むことで知り

たくなりました．（匿名希望）

特別解説「オンライン教育と著作権法第 35 条運用指針」

■オンライン授業と著作物の教育利用について，基礎的な内容から

詳細に書かれており，教育機関にかかわる人全員に読んでほしい

内容だった．（印部太智）

■法律は必ず「解釈」が入るので必ずグレーソーンが発生する．教育

現場が萎縮しないよう，ひとこと勇気づけてもよいかも．（高木　淳）

■教育現場の視点から，公共の教育での著作権の適用についての

あるべき姿の提言があるとよかった．（匿名希望）

連載「買い物自慢：AIY Voice Kit でワクワク」

■ワクワクする感じが伝わってきて，自分も触りたくなりました．（匿

名希望）

■スマートスピーカが作れるなんて，自分も購入して作ってみたいで

す．（匿名希望／ジュニア会員）

■自作した内容をもう少し詳しく説明いただき，よかったところなど

がもっと具体的に知れるといいな，と感じました．（後藤正宏）

特集「より自由でより没入感の高いイマーシブメディア」

「編集にあたって」

■ COVID-19 流行の長期化に伴って業界全体で苦境が続く中で，新

たなエンタメの形として興味深く感じました．（匿名希望）

■技術の提示ばかりでなく，没入感の高いことによる特に健康面，

精神面への弊害についても，研究進捗を提示するべき．医学分野

からの提言に関する記事があってもよい． 電力消費量とかコスト

面を併せた記事も加わっていたら，さらに良い特集になってたと

思う．（広野淳之）

「1．超高臨場ライブ体験の開発と標準化」

■国際標準化が今後の劇場の鑑賞やスポーツ観戦に対する価値観

を変える可能性を知ることができた．（匿名希望）

■技術的な記載がもう少しあればさらに良かった．（匿名希望）

「2．イマーシブメディアに向けた音響技術」

■音響のイマーシブ化に向けた研究開発の取り組みを「イマーシブ

音響の歴史」と「MPEG における標準化動向」の二本立てで解説

しているので入りやすく感じました．（松浦満夫）

■ 論文誌に求めるのは間違っていると思いますが，記載いただいた

内容のサンプル音源などが聞けると嬉しいです．（濱　久人）

「3．自由視点テレビ FTV の原理」

■多視点 TVが開発されているとは知らなかったので参考になる．（ナ

カシマヒデユキ）

■光線空間法の解説の部分は少々難解でした （濱　久人）

「4．MPEG が規格化に取り組む映像システム技術」

■最新のイマーシブメディアの規格化状況について知ることができ

てよかった．世間でも今後の技術として期待されている分野であ

り，夢のある技術だと感じました．技術面の詳細まではなかなか

理解できませんでしたが，従来の MPEG に比べてさまざまな要素

が加わり，大変複雑な技術であり，規格化も相当大変ではないか

と感じました．（後藤正宏）

DP コーナー

「オープンサイエンスを支える研究データ基盤：編集にあたって」

■これは恐らくデジタルイノベーション，トランスフォーメーションの

鍵になるのではないかと思わされた．（匿名希望）

■データ駆動型農業に関して簡潔かつ明快に論文を紹介していた点

が良かったです．（大塚敬義）

「1．オープンサイエンスと研究データ管理の動向」

■オープンデータサイエンスは市民科学者や退職後の研究環境にあ

る者には関心の高い課題です．（匿名希望）

「2．統合データベースプロジェクトから学ぶこと」

■ 具体的な事例を通してデータ統合化の重要性と難しさが分かりや

すく説明されていました．最後の 10 の学びは色々な分野の研究

者に役立つと期待されます．（堀田多加志）

「感性情報学 最前線：編集にあたって」

■完全テレワークとなってから特に気になっていたテーマでした．（河

瀬基公子）

■悪用される場合の予想事例が必要と思います．（滝口　亨）

「1．感情認識 AI『心 sensor』の教育現場導入に向けた実証実験」

■表情の定量化に興味を持ちました．生徒のプレゼン能力向上への

寄与に期待したいです．（匿名希望）

■著名なプレゼンテーターとの比較があれば，生徒にもフィードバッ

クしやすいのかと思いました．（匿名希望）

「2．ユーザの感性情報を用いた動的なコンピュータシステム」

■ユーザの視線，表情，脳波，脈拍，体温などで好みを察してリコ

メンドする，そんなショップ店員を想像しました．（匿名希望）

「3．遠隔地間の味コミュニケーションを想定した対話型進化計算に

よる混合飲料生成システムの改善」

■飲料や食物は最適化に向けた混合が難しそうだなと感じました．

（匿名希望）

■研究の様子の写真が見たい．（匿名希望）

「4．対話型進化計算システムにおける一対比較評価の有用性」

■ユーザカスタマイズ商品は評価負担が軽ければ，選択に時間をか

けても楽しめると思いました．（匿名希望）

連載「情報の授業をしよう !：専門科目『情報デザイン』『情報コンテン
ツ実習』を担当して」

会員会員のの広場広場
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■「情報」の授業では，どのような観点で評価をしているのかにつ

いても説明がほしいと思います．（匿名希望）

■今後も多くの高校現場の情報を提供してほしい．また，都道府県別

の高校の情報化の現状などをまとめて報告してほしい．（小西敏雄）

連載「ぺた語義」

「人⼯知能研究者から見た情報の教育」

■ 「これは計算量が爆発するやばいやつだ」という感覚，身につけ

たいし多くの人に感じてほしい．（柴田　晃）

■ 人⼯知能内ではどんな風に爆発するかもっと具体的に知りたい．

（匿名希望）

「大学入学共通テスト「情報」試作問題に対する教育現場の想い」

■ 共通テストに対する現場の思いを代弁していただいた思いです．

この温度差をどのように解決していくかが今後の大きな課題だと

思います．（柴田謙一）

■ そんなことより数学を……と個人的には思いつつ，現場の先生方

のご苦労がよく分かりました．（山本一公）

■ 「教育現場の想い」に相当する記事が少ないのが残念．試作問題

を公開した後の現場の声について，改めて記事をお願いしたい．（広

野淳之）

 「新刊 IT Text を使った一般情報教育はこうだ！」

■新刊 IT Text を使った初年次向けの情報教育の参考となった．（匿

名希望）

■それぞれの項目の内容が概要レベルでもっと個別に掘り下げた記

事にしてもよい気がする．（匿名希望）

連載「先生，質問です！」

■ コロナウイルスの「可視化」についてさまざまな視点からの異な

る意見が平易に説明されていて分かりやすかった．（上ヱ地凜平／

ジュニア会員）

■ ウィルスを直接可視化せずとも人間の行動や生態をセンシングす

ることで感染防止へとつなげられる可能性があることを知り，勉

強になりました．（匿名希望）

連載「ビブリオ・トーク：アナログの逆襲」

■ 「< 身体性 > を伴う < 経験 >」というキーワードが良い．読んで

みたいと思いました．（柴田　晃）

■クレヨンを手に取った子供の発言で私も「なんかヤバイ」と思いま

した．この「ヤバイ」を追求することも大切な気がします．（岡本克也）

連 載「5 分で 分 かる !? 有名論 文ナナメ読 み：Ramesh Raskar, Greg 
Welch, Kok-Lim Low and Deepak Bandyopadhyay : Shader Lamps : 
Animating Real Objects With Image-Based Illumination」

■ プロジェクションマッピングという新しい領域を切り開いた論文

の紹介ということで興味深かった．（匿名希望）

■読み応えがあって 5 分で読みきれなかった．（匿名希望）

会議レポート「CCS 2020 会議報告」

■オンラインでの交流について⼯夫がなされている会議の状況がと

ても分かりやすく記載されていて，オンラインでの交流の在り方，

ツールについて興味を持ちました．（河瀬基公子）

解説「日本語プログラミング言語「なでしこ」に関する解説」

■日本語の特徴をよく活かした，プログラミング文法が実装されて

いてとても面白く拝見しました．さらに著者のページを拝見しても

う少し詳しく学んでみたい気になりました．（匿名希望）

■ノーコードへの期待が高まっている現時点で，日本語プログラミン

グへの関心は低いように思う．（匿名希望）

連載「教科『情報』の入学試験問題って？」

「教科『情報』の入学試験問題って？」

■ 具体的な問題例が興味深かった．（匿名希望）

「基本問題」

■教科「情報」の問題を初めて解いてみて，40 年前の勉強がまだ

役立つことを確認しました．「情報」の先生が不足なようなので，

無給のアシスタントを募集していたら参加してみようという気持ち

になりました．（匿名希望）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のようなご
意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

■慣れのせいもあるのですが，冊子だったものがオンライン中心に

なって，読破に苦労しております．これまでは通勤時間などに読

むことが多かったのですが，電子版は PC で読まないと読めない

ので，（スマホや Kindle では老眼の目には辛いです）．もう少し冊

子側にも掲載をしていただけると助かります．（濱　久人）

■全体的に，少し教育に傾きすぎている傾向があるように感じまし

たが，いかがでしょうか．（河瀬基公子）

「先生，質問です！」には以下の質問をいただきました．

■人⼯衛星データの活用． （匿名希望／ジュニア会員）

■研究に対する心のモチベーションはどうやって保っていますか？ 

（匿名希望）

note「情報処理」（https://note.com/ipsj）に掲載されている記事に
関して，以下のようなご意見やご要望をお寄せいただきました．

■初めて見てみましたが，いろいろな記事があってとても読みやすい

と思いました．（匿名希望／ジュニア会員）

■多様な内容の総括をしていただいているので，要点を知る上で参

考になりました．（小西敏雄）

「情報処理」Vol.62 No.5「デジタルプラクティスコーナー」に掲載されて
いる記事については，以下のようなご意見やご感想をいただきました．

■プロジェクト管理など，学術的な研究は少ないが産業的には大き

な比重を占めるテーマを取り上げていただきたい．（匿名希望）

■オンライン版はやはり参考文献に即アクセスできるのは便利だと

思う．（匿名希望）

【本欄担当　鵜川始陽，⼯藤瑠璃子／会員サービス分野】

掲載しきれなかったコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」 
< https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > に
も掲載しています．会誌や掲載記事に関するご意見・ご
感想は以下の学会 Web ページでも受け付けております．
https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
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＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■高エネルギー加速器研究機構 計算科学センター

募集人員　助教　1 名（任期なし）および
准教授または助教　1 名（女性 任期なし）
専門分野／仕事内容　（助教）計算科学センターおよび J-PARC

センターに所属し，J-PARC における情報システムの設計・運用・
維持および改善に従事し，また，将来の大規模分散計算環境の発
展に向けた開拓的研究等，計算科学センターが推進する加速器科
学分野に関連する研究開発を行う

（准教授または助教 女性）計算科学センターが運用する計算機・
ネットワークシステムの運転・維持もしくは利用者支援に従事す
るとともに，センターが推進する加速器科学分野に関連する計算
科学技術の開拓的研究を行う．准教授の場合は業務および研究の
中核的役割を果たす
応募資格　（助教）研究教育上の能力があると認められる方．業
務上必要な日本語および英語によるコミュニケーション能力を有
すること

（助教または准教授 女性）研究教育上の能力があると認められる
女性
着任時期　採用決定後早期
提出書類　履歴書，研究歴，発表論文リスト（和英別葉），着任
後抱負，主要論文別刷（リンク可 5 編以内），推薦書または参考意
見書
応募締切　（助教）2021 年 8 月 4 日（正午必着）　

（准教授または助教 女性）2021 年 10 月 15 日（正午必着）
送付先／照会先　（1）研究内容等：計算科学センター　真鍋　篤
E-mail: manabe@post.kek.jp

（2）提出書類等：総務部人事労務課人事第一係
E-mail: jinji1@ml.post.kek.jp

そ の 他　https://www.kek.jp/ja/Jobs/ の 共 通 21-3（ 助 教 ），
21-5（准教授または助教 女性）を必ず参照ください．共通 21-5
は共通基盤研究施設 4 センターの合同公募のため採用がない場合
もあります

■富山県立大学工学部電気電子工学科

募集人員　准教授，講師または助教　1 名
所　　属　集積システム分野
専門分野　広い意味でのハードウェアを用いた情報処理システム
に関する研究分野．各種センサで情報を取得し，GPGPU 等で機
械学習による解析を実行するなど．マイコン，FPGA, GPGPU

等によるシステム実装の経験がある，もしくは未経験でも習得意
欲がある方を歓迎
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 17 日（必着）
照 会 先　電気電子工学科　主任教授　大寺康夫
E-mail: ohtera@pu-toyama.ac.jp

そ の 他　提出書類，送付先等の詳細は本学 Web ページ右側
「教職員公募」欄をご覧ください
https://www.pu-toyama.ac.jp/about/request_and_application/

recruitment/

■富山県立大学工学部情報システム工学科

募集人員　助教　1 名
所　　属　情報基盤工学講座
専門分野　情報数理工学分野
担当科目　情報数理工学分野の実験，演習，卒業研究の補助
応募資格　博士の学位を有するか，着任までに取得見込みである
こと
着任時期　2022 年 4 月 1 日
提出書類　以下の Web ページで指定する書類
https://www.pu-toyama.ac.jp/about/request_and_application/

recruitment/

応募締切　2021 年 8 月 18 日
送 付 先　〒 939-0398 富山県射水市黒河 5180

富山県立大学工学部情報システム工学科　主任教授　太田　聡
照 会 先　情報システム工学科　太田　聡
E-mail: ohta@pu-toyama.ac.jp

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web 掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Fax または郵送にてお申し込みください．
＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

申込期限：毎月 15 日を締切日とし翌月号（15 日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 22,000 円（税 10％込）

賛助会員（企業） 33,000 円（税 10％込）
賛助会員以外の企業 55,000 円（税 10％込）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,400 円（税 10％込）で同一内容を本会 Web ペー

ジに掲載できます．
申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3 日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．

https://www.kek.jp/ja/Jobs/
https://www.pu-toyama.ac.jp/about/request_and_application/recruitment/
https://www.pu-toyama.ac.jp/about/request_and_application/recruitment/
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■早稲田大学理工学術院 
　大学院情報生産システム研究科集積システム分野

募集人員　教授／准教授　若干名（任期なし／テニュアトラック）
専門分野　AI 社会を支える集積システムの幅広い基盤技術，お
よびそれらを発展させた応用システムを含む教育・研究分野
応募資格　博士の学位を有し，当該専門分野において優れた業績
が認められるとともに，学生の教育に情熱を持って取り組める方

（講義・演習・実験・研究指導を日本語と英語で実施できること
が必須）
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 18 日（15 時必着）
照 会 先　情報生産システム研究科集積システム分野
主任　髙畑清人　E-mail: k.takahata@waseda.jp

そ の 他 詳 細：https://www.waseda.jp/fsci/gips/news/2021/ 

05/26/21141/

■東京都立産業技術高等専門学校ものづくり工学科
　AI スマート工学コース（情報系を主とした融合シス 
　テム分野）

募集人員　教授または准教授　1 名
専門分野　情報系を主とした融合システム分野．たとえば，
Society 5.0（IoT，エッジ AI，AR/VR などの融合技術）に関す
る先進的システム分野で，情報科学，情報工学およびその関連分
野（科研審査区分中区分 60）に相当する分野
担当科目　情報処理，プログラミング，情報システム基礎，セキュ
リティ基礎，データサイエンス等の情報関連科目，実験実習，ゼ
ミナール，卒業研究，専攻科　特別研究など
応募資格　①高専での教育・研究に理解と強い意欲がある方
②学生指導に熱意を持ち，本校の運営に積極的に貢献できる方
③博士の学位を有する方，もしくはこれに相当する顕著な研究業
績の認められる方
④専攻科の学生の指導ができる方
⑤情報システムの構築・運用の実務経験があることが望ましい
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 20 日（必着）
照 会 先　東京都公立大学法人　総務部人事課人事制度係
E-mail: kyoinsaiyo@jmj.tmu.ac.jp　Tel(042)677-1111（内 1027）
そ の 他　詳細はhttps://www.houjin-tmu.ac.jp/recruit_teacher 

/cit/ をご参照ください

■東京都立産業技術高等専門学校ものづくり工学科
　情報システム工学コース（情報ネットワークにかか 
　わる分野）

募集人員　助教　1 名
専門分野　情報科学・情報工学における情報ネットワーク ( 科研
審査区分小区分 60060) にかかわる分野
担当科目　ネットワーク技術・クラウド技術等の科目，実験実習，
ゼミナール，卒業研究，専攻科　特別研究など
応募資格　①高専での教育・研究に理解と強い意欲がある方
②学生指導に熱意を持ち，本校の運営に積極的に貢献できる方
③博士の学位を有する方（着任時までに取得見込みの方も含む），
もしくはこれに相当する顕著な研究業績の認められる方
④専攻科の学生の指導ができる方
⑤データセンター等においてクラウド構築・運用の経験があるこ
とが望ましい

着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 20 日（必着）
照 会 先　東京都公立大学法人　総務部人事課人事制度係
E-mail: kyoinsaiyo@jmj.tmu.ac.jp　Tel(042)677-1111（内 1027）
そ の 他　詳細はhttps://www.houjin-tmu.ac.jp/recruit_teacher 

/cit/ をご参照ください

■明治大学理工学部機械情報工学科

募集人員　専任准教授または専任講師　1 名
専門分野　知覚情報処理，知能ロボティクス，知能情報学，ヒュー
マンインターフェース・インタラクションおよびその関連分野
担当科目　学部：画像処理などの情報系講義科目，実験・実習科
目，ゼミナール，卒業研究など
大学院：知的情報論や人工知能論などに関する講義および研究 

指導
応募資格　①博士の学位を有すること　②学科・学部・大学運営
に積極的に取り組めること　③機械工学教育に理解があり，知的
情報処理や人工知能に関する学生指導ができること　④日本語に
よる十分なコミュニケーション能力を有し，教育・研究指導がで
きること
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 23 日（必着）
照 会 先　機械情報工学科　学科長　舘野寿丈
E-mail: tateno@meiji.ac.jp

そ の 他　応募方法など詳細は本学理工学部教員公募ページ
（https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/）をご参照ください

■弘前大学大学院理工学研究科

募集人員　助教　1 名（任期なし）
所　　属　電子情報工学コース（理工学部電子情報工学科併任）
専門分野　情報系分野
担当科目　「データサイエンス応用基礎科目」，「応用数学」，「電
子情報工学実験」，「専門分野に関連した科目」など
応募資格　①博士の学位を有する方（着任までに取得見込みの方）
②大学院博士前期課程において教育研究指導ができる方
③外国人の場合は，研究指導と学内外の諸業務の遂行が可能な日
本語運用能力を有する方
着任時期　2021 年 11 月 1 日（以降のできるだけ早い時期）
応募締切　2021 年 8 月 27 日（当日消印有効）
送付先／照会先　弘前大学大学院理工学研究科総務グループ（総
務担当）　E-mail: jm3505@hirosaki-u.ac.jp　Tel(0172)39-3503

その他　提出書類など詳細は以下の本校 Web ページを参照 

ください．https://www.hirosaki-u.ac.jp/information/published/

employment_information.html

https://www.waseda.jp/fsci/gips/news/2021/05/26/21141/
https://www.houjin-tmu.ac.jp/recruit_teacher/cit/
https://www.houjin-tmu.ac.jp/recruit_teacher/cit/
https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/
https://www.hirosaki-u.ac.jp/information/published/employment_information.html
https://www.waseda.jp/fsci/gips/news/2021/05/26/21141/
https://www.houjin-tmu.ac.jp/recruit_teacher/cit/
https://www.houjin-tmu.ac.jp/recruit_teacher/cit/
https://www.hirosaki-u.ac.jp/information/published/employment_information.html
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■青森大学ソフトウェア情報学部

募集人員　①教授　1 名　②准教授または講師または助教　2 名
※①②とも常勤（任期なし，試用期間 1 年）
専門分野　①②データサイエンス，機械学習，人工知能，IoT，
組み込みシステム，情報デザイン，教育工学， エドテック
※上記にかかわらず，広く情報処理技術に関連する分野も対象と

します
担当科目　①卒業研究，ゼミを含む情報工学分野の複数科目（講
義，演習）および数学基礎科目（代数学，解析学，幾何学，確率・
統計）　②卒業研究，ゼミを含む情報工学分野の複数科目（講義，
演習）およびプログラミング演習
応募資格　①博士の学位を有するか，または同等の業績や実務経
験を有し，教育・研究に熱意のある方　②博士の学位を有するか
着任までに取得見込みであり，教育・研究に熱意のある方
着任時期　2022 年 4 月 1 日
提出書類　（1）履歴書（連絡先として E-mail アドレスも明記），

（2）研究業績リスト（著書，査読付き論文，国際会議，特許等に
区分），（3）主要論文別刷またはコピー ① 5 編程度，② 3 編程度， 

（4）これまでの研究概要（A4 用紙 2 枚程度），（5）学会および
社会における活動（学会活動，社会貢献，地域貢献，実務経験な
どの実績），（6）教育・研究に関する抱負（A4 用紙 1 ～ 2 枚程度），

（7）本人に関する所見を求め得る人（2 名）の氏名と連絡先（所属，
住所，電話，E-mail アドレス）
※書類はすべてスキャンデータ等でメール添付での送付を推奨します
※紙面での送付も受け付けます
応募締切　2021 年 8 月 31 日（必着）　※応募から順次選考を実施，
適任者の採用が確定次第，募集を締め切ります
送付先／照会先　〒 030-0943 青森県青森市幸畑 2-3-1　
青森大学ソフトウェア情報学部長　角田　均　
E-mail: tsunoda@aomori-u.ac.jp　Tel(017)738-2001（代表）
※メールで提出の場合，データサイズが大きい場合（10MB 以上）

は分割して送信をお願いします
※紙面で提出の場合，「ソフトウェア情報学部教員応募書類在中」

と朱書し，（簡易）書留でお願いします（応募書類は返却しま
せんのでご了承ください）

※メール／紙面とも受領通知をメールでお送りします
そ の 他　【勤務地】青森大学青森キャンパス／東京キャンパス
／むつキャンパス　※採用にあたって希望調整します

【選考方法】書類選考を経て面接（模擬授業を含む）を実施します
※面接および模擬授業について，可能な場合はオンライン（Zoom

等利用）で実施します
※オフライン実施の場合は，旅費・滞在費のうち一定額を支給します

■近畿大学工学部情報学科

募集人員　教授または准教授または講師　1 名
専門分野　データサイエンス分野，人工知能分野，情報メディア
分野，情報ネットワーク分野のいずれか
担当予定科目　データサイエンス基礎，コンピュータネットワー
ク，情報セキュリティ，バーチャルリアリティほか
応募資格　博士号の学位を有する方，大学院の指導を担当できる方
着任時期　2022 年 4 月 1 日
提出書類　詳細は JREC-INまたは本学 Web ページをご覧ください
応募締切　2021 年 8 月 31 日（必着）
送 付 先　〒 739-2116　広島県東広島市高屋うめの辺 1　
近畿大学工学部　学部長　旗手　稔
照 会 先　情報学科　学科長　片岡隆之　
E-mail: kataoka@hiro.kindai.ac.jp　Tel(082)434-7384（内線 885）

■芝浦工業大学システム理工学部
　電子情報システム学科

募集人員　専任教員（助教・准教授または教授）　1 名
研究分野　情報学
担当科目　ソフトウェア分野（計算基盤・人工知能）
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 31 日（必着）
照 会 先　電子情報システム学科　主任　吉田健二
E-mail: bp-recruit@sic.shibaura-it.ac.jp

そ の 他　詳細は下記 URL をご参照ください
https://www.shibaura-it.ac.jp/about/educational_foundation/

recruit/info/20210527.html

■東邦大学理学部情報科学科

募集人員　講師　1 名（常勤・任期なし）
専門分野　代数学およびその関連分野（計算代数や暗号理論など
情報科学との関連分野）．情報科学科教員と連携して研究を進め
られる方を歓迎します
応募資格　博士の学位を有する方および博士の学位取得見込みの
方．学部および大学院学生の教育・研究指導に熱意のある方
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 8 月 31 日（必着）
照 会 先　〒 274-8510 千葉県船橋市三山 2-2-1
東邦大学理学部情報科学科　主任　並木　誠
E-mail: namiki@is.sci.toho-u.ac.jp　Tel(047)472-1156

そ の 他　担当科目，提出書類，送付先などの詳細：
https://www.toho-u.ac.jp/sci/is/saiyo/recruit2021.html

■富山県立大学工学部情報システム工学科

募集人員　教授または准教授　2 名
所　　属　DX 教育研究センター
専門分野　情報セキュリティ分野，並列分散処理分野 

応募資格　博士の学位を有すること
着任時期　2022 年 4 月 1 日
提出書類　以下の Web ページで指定する書類
https://www.pu-toyama.ac.jp/about/request_and_application/

recruitment/

応募締切　2021 年 9 月 1 日（必着）
送 付 先　〒 939-0398 富山県射水市黒河 5180

富山県立大学工学部情報システム工学科　主任教授　太田　聡
照 会 先　情報システム工学科　太田　聡
E-mail: ohta@pu-toyama.ac.jp 

■明治大学理工学部情報科学科

募集職種　（a）ソフトウェア関連　（b）情報学基礎論関連
募集人員　（a）専任教授（常勤，任期なし，独立研究室）　1 名

（b）専任准教授または専任講師（常勤，任期なし，独立研究室）
1 名
勤 務 地　（a,b）明治大学生田キャンパス（神奈川県川崎市多摩
区東三田 1-1-1）
専門分野　（a）プログラミング言語の設計や実装，機械学習や大
規模データ処理などの応用分野を想定した高性能システムソフト
ウェアに関する研究

https://www.toho-u.ac.jp/sci/is/saiyo/recruit2021.html
https://www.pu-toyama.ac.jp/about/request_and_application/recruitment/
https://www.shibaura-it.ac.jp/about/educational_foundation/recruit/info/20210527.html
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（b）計算量理論，学習理論，統計学等の情報学基礎論関連分野
とその応用分野
担当予定科目　（a）学部では「プログラム言語とコンパイラ」な
どの講義科目のほか，「ソフトウェア実習」などの実習／演習科目，
ゼミナール，卒業研究を担当する．大学院では着任時点で，情報
ソフトウェアに関する科目を担当する

（b）学部では，「データ構造とアルゴリズム 1」，「データ構造と
アルゴリズム 2」，「計算論」等の講義科目のほかに，「データ構
造とアルゴリズム実習 1」，「データ構造とアルゴリズム実習 2」
等の実習／演習科目，ゼミナール，卒業研究の担当を予定してい
ます．大学院では，将来もしくは着任時点から，アルゴリズムや
計算量理論に関連する科目の担当を予定しています
着任時期　（a,b）2022 年 4 月 1 日
応募締切　（a）2021 年 9 月 1 日（必着）　

（b）2021 年 9 月 7 日（必着）
そ の 他　詳細情報　（a）https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/ 

6t5h7p0000180cjt-att/6t5h7p00003b3b9m.pdf

（b）https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/6t5h7p0000180cjt-
att/6t5h7p00003b3bav.pdf

■福岡大学工学部電子情報工学科

募集人員　助教　1 名（任期：原則，任期付き 5 年．ただし研究
業績を勘案し，任期なしとして採用する可能性あり．また任期付
きでの採用の場合も，雇用期間終了後，教育・研究業績等により
任期なしで再雇用することが可能）
専門分野　画像情報工学，知能移動ロボット，次世代モビリティ

（自動運転，高度運転支援）（いずれも関連分野を含む）
担当予定科目　電子情報工学実験，情報工学実験など
応募資格　学科のポリシーを理解し，着任後に熱心に研究・教育
のできる方．日本語で演習科目を担当できる方．博士の学位を有
すること（取得見込み可）．冒頭の専門分野のうち，1 つ以上の
分野で研究実績があり，残りの分野についても習得しながら取り
組めること．プログラムの開発や実験を自身で行いながら独創的
な研究ができること．異分野との融合研究，他大学（東大，九大
など）や企業との共同研究に興味のある方を歓迎します
着任時期　2022 年 4 月 1 日（予定）
提出書類　1. 履歴書（本学様式※），2. 研究業績書（本学様式※で，
審査の有無を明記），3. 論文別刷（コピー可），4. これまでの研
究概要（A4 用紙で 1 ～ 2 枚），5. 本学における今後の研究・教
育に対する抱負（A4 用紙で 1 ～ 2 枚），6. 外国籍の場合は，可
能であれば，日本語と英語の能力を証明できる資料，7. 推薦状，
もしくは応募者に関する問合せ可能な 2 名の方の連絡先
※下記の URL から提出書類のフォームをダウンロードし使用し
てください．http://w3.tl.fukuoka-u.ac.jp/page/employment

応募締切　2021 年 9 月 30 日（必着）
送 付 先　〒 814-0180 福岡県福岡市城南区七隈 8-19-1
福岡大学工学部電子情報工学科　主任教授　鈴木孝将
E-mail: tsuzuki@fukuoka-u.ac.jp　Tel(092)871-6631（内線 6386） 

（簡易）書留で封筒に「助教応募書類」と朱書のこと
＊応募書類は原則として返却しませんのでご了承ください
照 会 先　電子情報工学科　准教授　小野晋太郎
E-mail: onoshin@fukuoka-u.ac.jp　Tel(092)871-6631（内線 6385） 

そ の 他　福岡大学は男女雇用共同参画を推進しています
【選考方法】書類選考の上，面接を行います

■福岡大学工学部電子情報工学科

募集人員　教授または准教授　1 名（任期：なし）
専門分野　情報ネットワークの分野において研究業績を有する方
担当予定科目　計算機ネットワーク，ネットワークシステム，デー
タベースシステム，情報セキュリティなど
応募資格　学科のポリシーを理解し，着任後に上記専門分野にお
いて熱心に研究・教育のできる方．日本語で講義を担当できる方．
博士の学位を有すること．私立大学における教育・研究・運営の
事情を理解し，強い熱意を持って取り組まれる方
着任時期　2022 年 4 月 1 日（予定）
提出書類　1. 履歴書（本学様式※），2. 研究業績書（本学様式※

で，審査の有無を明記），3. 主要論文別刷（5 編，コピー可），4. 教
育業績書（本学様式），5. 職務業績書（本学様式），6. これまで
の研究概要（A4 用紙で 1 ～ 2 枚），7. 本学における今後の研究・
教育に対する抱負（A4 用紙で 1 ～ 2 枚），8. 着任後に実施した
い研究テーマの概要（A4 用紙で 1 ～ 2 枚），9. 応募者に関する
問合せ可能な 2 名の方の連絡先
※下記の URL から提出書類のフォームをダウンロードし使用し
てください．http://w3.tl.fukuoka-u.ac.jp/page/employment

応募締切　2021 年 9 月 30 日（必着）
送付先／照会先　〒 814-0180 福岡県福岡市城南区七隈 8-19-1
福岡大学工学部電子情報工学科　主任教授　鈴木孝将
E-mail: tsuzuki@fukuoka-u.ac.jp　Tel(092)871-6631（内線 6386） 

（簡易）書留で封筒に「工学部電子情報工学科教員応募書類在中」
と朱書のこと
＊応募書類は原則として返却しませんのでご了承ください
そ の 他　福岡大学は男女雇用共同参画を推進しています

【選考方法】書類選考の上，面接を行います

■福岡工業大学情報工学部情報工学科

募集人員　教授，准教授または助教　2 名
専門分野　データサイエンス，知能情報学の分野から各 1 名
着任時期　2022 年 4 月 1 日
応募締切　2021 年 10 月 29 日（必着）
照 会 先　情報工学科　学科長　福本　誠　
E-mail: fukumoto@fit.ac.jp　Tel(092)606-5198　
Fax(092)606-1342

そ の 他　【詳細】https://www.fit.ac.jp/daigaku/koubo/kyoin_

kobo/

https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/6t5h7p0000180cjt-att/6t5h7p00003b3b9m.pdf
http://w3.tl.fukuoka-u.ac.jp/page/employment
http://w3.tl.fukuoka-u.ac.jp/page/employment
https://www.fit.ac.jp/daigaku/koubo/kyoin_kobo/
https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/6t5h7p0000180cjt-att/6t5h7p00003b3b9m.pdf
https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/6t5h7p0000180cjt-att/6t5h7p00003b3bav.pdf
https://www.meiji.ac.jp/sst/recruit/6t5h7p0000180cjt-att/6t5h7p00003b3bav.pdf
https://www.fit.ac.jp/daigaku/koubo/kyoin_kobo/
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連連続続セセミミナナーー22002211  
ニニュューーノノーーママルル時時代代にに向向けけたた情情報報技技術術のの潮潮流流  

会会  期期：：22002211年年66⽉⽉かからら1122⽉⽉ににかかけけてて全全1122回回シシリリーーズズでで開開催催  
主主  催催：：⼀⼀般般社社団団法法⼈⼈情情報報処処理理学学会会  

全全体体ススポポンンササーー：：((株株))⽇⽇⽴⽴製製作作所所  
  
  

 
●●全全体体概概要要 

2020年、新型コロナウィルスの影響により、私たちの世界は⼤きな変⾰を強いられました。⼤きく変容した社会の課題
解決や将来の社会基盤の形成を⽀援する役割が、情報技術には広く期待されています。特に、ニューノーマルと呼ばれる
ポストコロナ社会へ向け、DXを中⼼とした情報技術の浸透、AI、ロボットなどの活⽤による業務の改変が急速に進むこ
とが想定されます。 

このような状況を受け、2021年の連続セミナーは、企業の技術系⼈材、研究者が新たなビジネスや研究課題を切り拓き
ニューノーマル時代に価値を提供していくための礎となるよう企画しました。また、オンライン開催という利点を⽣かせ
るよう、これまでの計6回×半⽇の開催から計12回×2時間の開催とし、昨年より開始したオンライン⾒逃し配信も継続、
フレキシブルに参加できるように企図しました。 

2021年のセミナーを通じ、情報技術のポストコロナ社会への貢献と動向を俯瞰しつつ、AI、ロボティクス、セキュリテ
ィとトラスト、量⼦インターネットなど今後重要度を増す技術を取り上げ、その展開や適⽤事例を第⼀線の研究者・技術
者に語っていただきます。 

 
●●各各回回テテーーママ  
第第11回回〜〜第第33回回はは終終了了ししままししたた。。  

[[77⽉⽉1166⽇⽇((⾦⾦))開開催催]] 1133::0000〜〜1155::0000  
IITT分分野野のの研研究究開開発発動動向向をを俯俯瞰瞰すするる((22))（コーディネータ：福島 俊⼀(科学技術振興機構 研究開発戦略センター フェロ

ー)） 
 
11．．研研究究開開発発動動向向俯俯瞰瞰：：AAII分分野野②②信信頼頼さされれるるAAII（講師：福島 俊⼀(科学技術振興機構 研究開発戦略センター フェロー)） 
22．．ロロボボテティィッッククババイイオオロロジジーーにによよるる⽣⽣命命科科学学のの加加速速  −−AAII駆駆動動型型科科学学にに向向けけてて−−（講師：⾼橋 恒⼀（理化学研究所 ⽣命
機能科学研究センター チームリーダー)）  

33．．QQ＆＆AA 
44．．研研究究開開発発動動向向俯俯瞰瞰：：社社会会シシスステテムム科科学学分分野野（講師：⻘⽊ 孝（科学技術振興機構 研究開発戦略センター フェロー)） 
55．．研研究究開開発発動動向向俯俯瞰瞰：：セセキキュュリリテティィーー・・トトララスストト分分野野（講師：井上 眞梨（科学技術振興機構 研究開発戦略センターフェ 

ロー)） 

[[99⽉⽉66⽇⽇((⽉⽉))開開催催]] 1133::0000〜〜1155::0000  
AAII，，創創造造性性，，SSFF，，そそのの先先にに((11)) (コーディネータ：松原 仁(東京⼤学)） 
 
11．．「「AAII，，創創造造性性，，SSFF，，そそのの先先にに」」何何ががああるるかか（講師：松原 仁（東京⼤学 次世代知能科学研究センター 教授)） 
22．．ポポスストト⾝⾝体体社社会会::  SSoocciieettyy55..00ののたためめのの新新たたなな⾝⾝体体（講師：稲⾒ 昌彦（東京⼤学 先端科学技術研究センター 教授)） 
33．．⼈⼈⼯⼯知知能能とと俳俳句句〜〜機機械械がが知知能能をを獲獲得得すするるたためめにに〜〜（講師：川村 秀憲（北海道⼤学 ⼤学院情報科学研究院 情報理⼯学 
部⾨ 調和系⼯学研究 教授)） 

[[99⽉⽉1144⽇⽇((⽕⽕))開開催催]] 1133::3300〜〜1155::5500  
AAII，，創創造造性性，，SSFF，，そそのの先先にに((22))（コーディネータ：松原 仁(東京⼤学)）  
 
11．．⼈⼈⼯⼯知知能能とと擬擬⼈⼈化化：：フフィィククシショョンンととリリアアルルのの知知能能たたちち（講師：⼤澤 博隆（筑波⼤学 システム情報系 助教)） 
22．．AAIIはは⼈⼈間間ととどどここままでで親親密密ににななれれるるかか（講師：⻑⾕ 敏司（⽇本SF作家クラブ 理事)） 
33．．調調整整中中 

[[1100⽉⽉55⽇⽇((⽕⽕))開開催催]] 1100::0000〜〜1122::0000  
AAII××ロロボボテティィククスス((11))深深層層学学習習にによよるるロロボボッットトのの知知能能化化 (コーディネータ：藤吉 弘亘(中部⼤学)） 
 
11．．深深層層学学習習にによよるるロロボボッットトググララススピピンンググ（講師：藤吉 弘亘（中部⼤学 ⼯学部ロボット理⼯学科 教授)） 
22．．深深層層学学習習にによよるる機機能能属属性性認認識識ととロロボボッットトへへのの応応⽤⽤（講師：橋本 学（中京⼤学 ⼤学院 ⼯学研究科 副学⻑・⼯学研究科
⻑（兼務))） 

33．．深深層層強強化化学学習習にによよるる実実世世界界ロロボボッットト制制御御（講師：松原 崇充（北奈良先端科学技術⼤学院⼤学 研究推進機構 特任准教
授（テニュア・トラック教員))） 

44．．深深層層学学習習をを適適⽤⽤ししたた不不定定形形物物ピピッッキキンンググロロボボッットトのの開開発発（講師：川⻄ 亮輔（東京ロボティクス(株) ソフトウェア開 
発マネージャー)） 

連連続続セセミミナナーー22002211  WWeebb ペペーージジ  hhttttppss::////wwwwww..iippssjj..oorr..jjpp//eevveenntt//sseemmiinnaarr//22002211// 

https://www.ipsj.or.jp/event/seminar/2021/
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[[1100⽉⽉1144⽇⽇((⽊⽊))開開催催]] 1155::0000〜〜1177::0000  
AAII××ロロボボテティィククスス((22))  AAIIととロロボボッットトのの共共進進化化（コーディネータ：尾形 哲也(早稲⽥⼤学／産業技術総合研究所)）  
 
11．．ススママーートトロロボボッットトにによよるる環環境境ととのの柔柔軟軟ななイインンタタララククシショョンンのの実実現現（講師：尾形 哲也（早稲⽥⼤学／産業技術総合研

究所)） 
22．．ススママーートトロロボボッットトのの経経験験拡拡張張ののたためめのの基基盤盤整整備備とと実実証証（講師：堂前 幸康（産業技術総合研究所 インダストリアル
CPS研究センター、⼈⼯知能研究センター 研究チーム⻑)） 

33．．ススママーートトロロボボッットトににおおけけるるAAIIにに関関すするる数数理理的的アアププロローーチチ（講師：⼭下 祐⼀（国⽴精神・神経医療研究センター 神経 
研究所 疾病研究第七部 室⻑)） 

[[1100⽉⽉2277⽇⽇((⽔⽔))開開催催]] 1155::0000〜〜1177::0000  
AAIIトトレレンンドド：：⼤⼤規規模模モモデデルルとと⽣⽣成成モモデデルル (コーディネータ：⼾上 真⼈(LINE(株) AI開発室室⻑)） 
 
11．．⼤⼤規規模模⽣⽣成成モモデデルルのの技技術術トトレレンンドドとと産産業業応応⽤⽤（講師：⼾上 真⼈(LINE(株) AI開発室室⻑)） 
22．．LLaarrggee  MMooddeell  IIss  AAllll  YYoouu  NNeeeedd??（講師：成瀬 彰(NVIDIA)） 
33．．巨巨⼤⼤深深層層モモデデルルのの⾼⾼速速・・省省資資源源開開発発基基盤盤ととそそのの応応⽤⽤（講師：篠⽥ 浩⼀(東京⼯業⼤学 情報理⼯学院情報⼯学系 教
授)） 

44．．パパネネルル討討論論：：⼤⼤規規模模モモデデルルとと⽣⽣成成モモデデルル 
55．．ククロローージジンンググ（講師：栄藤 稔(⼤阪⼤学)） 

[[1111⽉⽉1111⽇⽇((⽊⽊))開開催催]] 1100::0000〜〜1122::0055  
デデジジタタルル社社会会ににおおけけるるトトララスストトササーービビスス((11)) (コーディネータ：⼿塚 悟(慶應義塾⼤学 環境情報学部 教授)） 
 
11．．電電⼦⼦署署名名法法のの概概要要（講師：⼭内 徹(⽇本情報経済社会推進協議会(JIPDEC)常任理事)） 
22．．DDFFFFTTにに⽋⽋かかせせなないいタタイイムムススタタンンププのの国国内内外外のの最最新新動動向向（講師：柴⽥ 孝⼀(セイコーソリューションズ(株) DXサー

ビス企画統括部 担当部⻑)） 
33．．eeシシーールルのの概概要要（講師：⼩⽥嶋 昭浩((株)帝国データバンク 業務推進部サービスサポート課 副課⻑(電⼦認証サービス
担当RA認証業務責任者))） 

44．．ククロローージジンンググ（講師：⼿塚 悟(慶應義塾⼤学 環境情報学部 教授)） 

[[1111⽉⽉1111⽇⽇((⽊⽊))開開催催]] 1133::0000〜〜1155::0055  
デデジジタタルル社社会会ににおおけけるるトトララスストトササーービビスス((22)) (コーディネータ：⼿塚 悟(慶應義塾⼤学 環境情報学部 教授)） 
 
11．．eeIIDDAASS規規則則のの概概要要（講師：濱⼝ 総志((株)コスモス・コーポレイション 慶應義塾⼤学SFC研究所 上席所員 上席所
員)） 

22．．法法的的効効⼒⼒のの概概要要（講師：宮内 宏(宮内・⽔町IT法律事務所 弁護⼠)） 
33．．トトララスストトササーービビススのの国国際際相相互互運運⽤⽤ににつついいてて（（欧欧州州ででのの例例））（講師：⻄⼭ 晃(セコムトラストシステムズ(株) トラスト
サービス本部 担当部⻑)） 

44．．ククロローージジンンググ（講師：⼿塚 悟(慶應義塾⼤学 環境情報学部 教授)） 

[[1122⽉⽉77⽇⽇((⽕⽕))開開催催]] 1100::0000〜〜1122::0000  
量量⼦⼦イインンタターーネネッットトとと量量⼦⼦ササイイババーーススペペーースス（コーディネータ：嶋⽥ 義皓(科学技術振興機構 研究開発戦略センター  フ 
ェロー)） 
 
11．．量量⼦⼦イインンタターーネネッットトととはは（講師：永⼭ 翔太((株)メルカリ R4D(研究開発部)シニアリサーチャー)） 
22．．イインンタターーネネッットトかからら量量⼦⼦イインンタターーネネッットトへへのの展展開開（講師：村井 純(慶應義塾⼤学 教授)） 
33．．パパネネルル討討論論：：量量⼦⼦イインンタターーネネッットトとと量量⼦⼦ササイイババーーススペペーースス 

  
●●参参加加費費（税込、*配布資料のPDFダウンロードと⾒逃し配信含）  

参加区分 12枚（予約価） 6枚（予約価） 2枚（予約価） 1枚（予約価） 当⽇申込 
正会員 85,800円 49,500円 18,700円 11,000円 12,000円 
⼀般⾮会員 117,000円 67,500円 25,500円 15,000円 16,000円 
学 ⽣ 17,160円 9,900円 3,740円 2,200円 3,000円 

  
●●問問合合せせ先先  
〒101-0062千代⽥区神⽥駿河台 1-5 化学会館 4階 
情報処理学会 事業部⾨ TEL.03-3518-8373 E-mail:event@ipsj.or.jp 
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■ 編集室 ■

　今月号の特集名を決めるにあたって，事務局の担当者さんと

一緒に一番悩んだことは，「DF をどう表記するか…？」です．

まず，「デジタル・フォレンジック」の表記には間に中点が入る

場合と入らない場合があり，また最後に複数形の s（ス）が付く

場合と付かない場合があることは特集本文に書いたとおりです．

それ以外にもディジタルの部分の表記にも“ィ”が入る場合と

入らない場合がありますし，ICT 業界では，そもそもディジタ

ルを頭に付けずに単にフォレンジックとだけ書いても，それは

ディジタル版のフォレンジックを指し示すものという暗黙の了

解もあります．さて，読者の皆さんは DF をどのように表記し

ますか？

　 さらには DF をどのように邦訳するのかも，人によってさま

ざまなのです．「証拠保全」という人もいれば，保全では刑事訴

訟法用語になるから「証拠収集」とするべきだという人もいま

す．ほかにも「デジタル鑑識」という場合もありますし，これ

らそれぞれの言葉の後ろに学問としての“学”の字を付ける人

もいます．それ以外にもたくさんの言い方があり，中には，あ

るテレビ番組で聞き手役の女性タレントが「サイバー刑事（デ

カ）」と言ったことさえもあります．さすがにこれはちょっと違

うと思いますが……．さて，読者の皆さんが考えるデジタル・フォ

レンジックの訳は何でしょうか？

（須川賢洋／本特集エディタ）

複写される方へ

　一般社団法人情報処理学会では複写複製および転載複製に係る著作権を学術著
作権協会に委託しています．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://
www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載許諾システム
を通じて申請ください．
　尚，本会会員（賛助会員含む）および著者が転載利用の申請をされる場合につい
ては，学術目的利用に限り，無償で転載利用いただくことが可能です．ただし，利
用の際には予め申請いただくようお願い致します．
権利委託先：一般社団法人学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052 東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　 E-mail : info@jaacc.jp　Tel (03)3475-5618　Fax (03)3475-5619
　また，アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は，次の団体に連絡してください．
　　　　　　Copyright Clearance Center, Inc.
　　　　　　222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
　　　　　　Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

Notice for Photocopying

 Information Processing Society of Japan authorized Japan Academic Association For 
Copyright Clearance (JAC) to license our reproduction rights and reuse rights of copyrighted 
works. If you wish to obtain permissions of these rights in the countries or regions outside 
Japan, please refer to the homepage of JAC (http://www.jaacc.org/en/） and confirm 
appropriate organizations.
 You may reuse a content for non-commercial use for free, however please contact us directly 
 to obtain the permission for the reuse content in advance.
<All users except those in USA>
 Japan Academic Association for Copyright Clearance, Inc. (JAACC)
 6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052   Japan
 E-mail : info@jaacc.jp
 Phone : 81-3-3475-5618　Fax : 81-3-3475-5619
<Users in USA>
 Copyright Clearance Center, Inc.
 222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
 Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

次号（9 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

※はオンライン版のみの掲載となります
「特集」人の動きを捉え社会を動かす人口流動統計※
人流データを用いた都市の常時観測による社会・産業の高度化／人口流動統計の開発─携帯電話基地局の運用データに基づく OD 量・移動
経路・移動手段の推計─／人口流動統計の都市交通調査への活用─携帯電話基地局の運用データに基づく信頼性の高いビッグデータのまち
づくりへの活用─／視聴者に最適な「交通障害情報」を届ける─路線ごとの利用者分布エリアを人流ビッグデータで絞り込む─／流動を捉
える人口分布統計─新型コロナウイルス感染拡大下における人口変動分析─／災害・イベント時の人口動態モニタリング─大阪北部地震・
渋谷ハロウィン─／大規模位置データ連携による観光施策立案評価システムの研究開発

報　告：未踏の第 27 期スーパークリエータたち※

トピックス：研究会推薦博士論文速報※

教育コーナー：ぺた語義

連　載：5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み／ <Info-WorkPlace 委員会企画 > 働き方を共有しよう※／情報の授業をしよう／

先生，質問です！／ビブリオ・トーク

コラム：巻頭コラム

学会活動報告：情報技術の国際標準化と日本の対応─ 2020 年度の情報規格調査会の活動─

読後のご意見をお送りください
　本誌では，現在約 200 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，ご提案をお
うかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，以下 Web ページから奮って事務局までお寄せください．

　「情報処理」アンケートページ　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp

https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　62 巻 8 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行 一般社団法人 情報処理学会
発行部数 20,000 部
体　　裁 A4 変形判
発 行 日 毎当月 15 日
申込締切 前月 10 日
原稿締切 前月 20 日
広告原稿 完全版下データ
原稿寸法 1 頁 天地 250mm ×左右 180mm
 1/2 頁 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表（価格は税 10％込）
掲載場所 4 色 1 色

表 2 363,000 円 ─

表 3 302,500 円 ─

表 4 423,500 円 ─

表 2 対向 330,000 円 ─

表 3 対向 291,500 円 170,500 円

前付 1 頁 275,000 円 148,500 円

前付 1/2 頁 ─ 88,000 円

前付最終 ─ 162,800 円

目次前 ─ 162,800 円
差込

（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）
302,500 円

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

385,000 円

同封
（A4 変形判　1 枚）

385,000 円

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□オーム社 ……………………………………… 表 2 対向

□講談社………………………………………… 目次前

□とめ研究所 …………………………………… 前付最終上

□フォーラムエイト …………………………… 表 2

□ すべての会社を希望
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10 〜 19口）

（株）リクルート グーグル合同会社 （株）NTTドコモ （株）東芝

日本電信電話（株） 日本マイクロソフト（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20 〜 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3 〜 9口）

（一社）情報通信技術委員会 （株）NTT データ グリー（株） （一財）インターネット協会 （一社）情報サービス産業協会

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

トレンドマイクロ（株） NTT コムウェア（株） NTT テクノクロス（株） （株）うえじま企画 エッジテクノロジー（株）

沖電気工業（株）     コアマイクロシステムズ（株） 三美印刷（株） ソニー（株） （株）テクノプロ　
テクノプロ・デザイン社

みずほリサーチ＆テクノロジーズ（株）

https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html



